
広報97fUノJ±1月25日

わたしは平成元年生まれ
1月8日、「平成」がスタートし　子さん夫妻の二女、磨紀ちゃんです。
ました。　　　　　　　　　　　1月9日午後5時21分、岡垣町の産

遠賀町で平成最初の赤ちゃんは、　院で元気なうぶ声をあげました。
上別府にお住まいの石松俊治・須磨　　　　（1月16日までの届け出による）
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昭
和
六
十
一
－
一
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二

月
十
六
日
か
・
2
－
一
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
例
年
、
期

限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
窓
口
は
た
い
へ
ん
に
混
離

し
ま
す
。
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
目
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

確
定
申
告
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
人

次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

㈲
六
十
三
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
な
ど
の
合
計
所
得
金
額
が
所
得
控

除
（
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
な
ど
）
の
合
計
額
を
超
え
る
人

の
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
人

・
給
与
の
年
収
が
一
、
五
〇
〇
万
円
を

超
え
る
人

・
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
人
・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
が
二
〇
万
円
を
超
え
る
人

な
お
、
白
色
申
告
者
で
事
業
所
得
や

不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
が
あ
る
人
は

確
定
申
告
書
に
収
支
内
訳
書
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ます。確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た

り
間
違
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
告
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
人

給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
を
す
る
必

要
の
な
い
人
で
も
、
次
の
よ
う
な
人
は

確
定
申
告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

㈲
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
の
融
資
を
う
げ

で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
人

㈲
病
気
や
出
産
な
ど
で
多
額
の
医
療
費

を
払
っ
た
人

㈲
火
災
や
風
水
害
、
盗
難
な
ど
の
板
書

を
受
け
た
人

㈲
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
大

住
宝
飯
得
等
特
別
整
除

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
り
、
増
改
築
を
し

た
り
し
た
と
き
に
は
、
一
定
の
要
件
に

当
て
は
ま
れ
ば
、
居
住
し
た
年
か
ら
五

年
間
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

・
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
又
は
抄
本
、
請

負
契
約
書
ま
た
は
売
買
契
約
書
の
写

し
、
家
屋
の
対
価
証
明
書

・
住
宅
取
得
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・
源
泉
徴
収
票

・認印増
改
築
の
場
合
は
、
こ
の
他
に
建
築

確
認
通
知
書
の
写
し
と
検
査
済
証
の
写

し
、
ま
た
は
建
築
士
か
ら
交
付
を
受
け

た
増
改
築
工
事
証
明
書
が
必
要
で
す
。

医
　
療
　
費
　
控
　
除

あ
な
た
が
、
あ
な
た
白
身
や
あ
な
た

と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
家
族
の
た
め

に
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
は

二
〇
〇
万
円
を
限
度
と
し
て
一
定
額
を

整
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
た
だ

し
十
万
円
か
、
所
得
金
額
の
五
％
の
い

ず
れ
か
少
な
い
頼
以
上
な
い
と
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
）

遠
賀
町
で
は
、
次
の
日
程
で
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
と

譲
渡
所
得
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

・
医
療
費
の
領
収
書

・
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額

の
わ
か
る
も
の

・
源
泉
徴
収
票

・認印還

　

　

付

　

　

金

還
付
金
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
本
人
名
儀
の
金
融
機
関
口
座
へ
振

り
込
み
と
な
り
ま
す
。
金
融
機
関
名
、

預
金
の
種
類
、
口
座
番
号
な
ど
を
確
認

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

贈

与

税

の

申

告

贈
与
税
の
申
告
は
、
贈
与
を
受
け
た

年
の
翌
年
の
二
月
一
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

納
税
も
申
告
期
限
と
同
じ
日
ま
で
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
贈
与
税

額
が
五
万
円
を
超
え
て
一
度
に
納
め
る

の
が
困
難
な
場
合
に
は
、
五
年
以
内
の

年
賦
で
納
め
る
延
納
の
制
度
が
あ
り
ま

す。
い
ず
れ
も
緋
し
く
は
、
若
松
税
務
署

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

館
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輔1鉦純拷ん捻範謝1
新入学おめでとうございます

しました。もし、名前の漏れ、ま
ぢがいなとがありましたら、教育
委員会学校教育課まで連絡してく
ださい。

今年4月から小学1年生になる
みなさん（昭和57年4月2日一58

年4月1日生まれ）の名簿を、1
月5日現存の住民票をもとに作成

芸森講壇雷
．4ゝ

山矢三花内
申野谷田醸

新松山山松本態度甫添神稲畔
井野木上波田田圃橋田　富津

夏浩隆幸陽燕か明和隼史賞美　　隆露志眞　　博美　　英義良裕憲
代之之恵乎之よ子徳入明久紀　　介久乃二　　樹和　　樹明子輔暁

山柳吉葉
日野IiI

芳　　　泉
法茜恵美

宮粟津竹川奈
路　　留田追下

着莫佳衣由
己代加里佳亮

松安東時佐出席浅芙完貞
丸高町枝疎水瀬田蕃山末

拓　　　綾弘誠正　　　　　真
哉朋　　香信治和微　　陽希

田圃困
英夕恭亮美
美加伯太代

小　　旗木　　版矢筋白石鷲
松　野村　　部永田石松牧

大　　鮎智　　華　泉南聡典
誠　　実手　　軽陸緯度一子

後村高白小見　光横山村峯谷大　泉秋水松細　水右江　　申　　斉河明育　　三

警器霊謹呈慧崇由霊宝日詰　村　莞器三　憲
子嗣子樹彰美　音明史実大輔琵　佳里人子輔　恵次美　　　勝　　　良輔浩佳　　　也
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●
島
　
津

矢
野
健
太
郎

●
若
　
松

坂
田
　
通
成

●
見
　
浦

入
江
　
由
樹

佐
々
木
啓
太

秦
　
　
直
美

二
村
理
恵
子

足
立
　
　
匡

●
尾
　
崎

青
野
　
和
露

田
中
　
啓
子

西
村
　
茂
樹

藤
田
絵
都
子

松
井
　
玲
子

異
本
　
堅
実

●
田
　
園

鮎
川
　
悠
子

加
治
原
　
亮

川
口
　
道
長

久
我
　
知
也

秀
噛
　
幸
子

田
村
　
亮
子

高
木
　
千
春

中
山
　
　
歩

林
　
　
健
二

立
野
　
行
兵

山
中
真
奈
美

濱
田
菜
弥
子

●
別
　
府

安
藤
　
友
美

今
橋
　
由
厚

蔵
原
と
も
み

高

杢

一

宏

太
田
　
陽
子

竹
森
　
　
誠

原
田
亜
希
子

焼
山
　
智
仁

今
井
理
恵
千

手
光
　
総
智

林
　
　
保
宏

松
井
　
美
里

舛
添
　
隆
義

石
塚
　
浩
教

河
村
　
加
奈

固
松
　
圭
介

小
林
恵
美
子

安
松
　
正
光

田
島
　
慎
士

樽
見
　
伸
宏

西
村
　
梨
奈

兵
頭
亜
季
子

宮
本
　
美
幸

矢
野
　
達
也

鈴
木
　
佐
世

石
松
　
春
大

河
原
　
由
佳

佐
藤
　
勇
基

鵡
井
　
芳
志

●
千
代
丸

永
田

花
田
　
浩
美

加
藤
　
周
一

柴
田
奈
応
手

村
上
　
加
姫

石
井
　
佐
治

小
田
和
歌
子

添
田
　
啓
輔

高
橋
絵
美
手

原
　
摩
利
子

藤
井
　
　
彩

頼
元
誉
士
郎

松
尾
　
隆
史

万
日
　
英
呑

山
崎
　
美
佳

冨
田
　
明
子

竹
用
　
夏
末

●
新
　
町

永
久
　
慶
悟

的
崎
　
弘
稔

高
良
　
　
守

平
　
　
正
子

平
田
　
大
輔

真
鍋
　
秀
一

山
崎
　
邦
崇

●
旧
　
停

今
山
　
勝
平

金
子
　
千
鶴

武
谷
　
利
恵

●
広
　
波

赤
司
　
信
邦

石
井
　
裕
和

織
田
芙
美
代

藤
田
　
　
誠

松
村
　
愛
恵

森
　
智
恵
美

吉
富
　
瑞
恵

●
中
　
央

楽
壇
　
恵
子

野
口
　
創
史

織
田
　
信
之

立
原
　
　
舞

尾
煎
　
明
菜

石
橋
　
元
秘

話
非
　
業
保

織
田
有
加
里

松
岡
　
裾
大

村
田
　
美
香

吉
永
　
質
矢

車
　
修
一
郎

一
二
原
　
　
茜

今
重
　
晃
一

黒
田
　
佳
掌

竹
森
　
未
来

藤
田
　
雄
介

三
原
　
　
桃

山
田
あ
ゆ
み

●
上
別
府

安
藤
∴
傾
森

石
松
　
朋
子

相
木
奈
津
子

筋
田
　
達
也

筋
田
　
　
徹

小
川
　
裕
介

●
若
葉
台

大
書
多
　
良

塚
本
　
　
剛

●
虫
生
津

大
山
久
美
子

●
西
　
町

上
口
　
史
織

藤
嶋
　
尉
治

和
田
ま
す
み

●
東
和
苑

中
野
　
拓
美

前
田
　
里
紗

松
本
　
由
衣

赤
羽
書
名
子

板
倉
　
　
潤

●
浅
　
木

瓜
生
　
裕
之

高
島
　
健
次

中
西
　
未
委

棄
　
　
鶴
橋

森
　
　
智
産

薬
師
寺
祐
志

橋
本
紗
弥
香

●
木
　
守

安
部
賢
次
郎

太
田
　
雅
俊

木
村
　
宜
真

田
中
　
郷
梧

福
田
　
拓
先

芳
村
真
朱
美

●
老
　
良

添
田
　
康
幸



冬の布団干し

適した時間帯はいつ？

⑧のさおの外側から持
ち上げて、⑬に移す

（4）

参
議
院
福
岡
県
選
挙
区
選
出
議
員
補
欠
選
挙

薫
日
平
成
元
年
2
月
1
2
日
亘

こ
の
一
票
私
の
声
で
す
心
で
す

不
在
者
投
票
制
度
の

利
　
用
　
を

毅
某
日
に
「
や
む
を
え
な
い
事
情
」

で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、

不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
期
　
間
　
1
月
鮪
日
～
2
月
日
日

●
蒔
　
田
　
8
時
0
0
分
～
1
7
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
2
階
第
3
会
議
室
）

「
や
む
を
え
な
い
事
情
」
と
は
、
次

の
よ
う
な
場
合
を
さ
し
ま
す
。

・
選
挙
人
が
、
自
分
の
投
票
区
の
区
域

外
で
職
務
に
従
事
中
で
あ
る
場
合

（
出
張
な
ど
）

・
選
挙
人
が
、
や
む
を
え
な
い
用
務
や

事
故
の
た
め
に
、
自
分
の
投
票
区
の

区
域
外
に
旅
行
ま
た
は
滞
在
中
の
場

合
（
新
婚
旅
行
な
ど
）

・
病
気
や
出
産
な
ど
で
、
歩
行
が
著
し

く
困
難
な
場
合

◎
お
問
い
合
わ
せ
は

遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

衝

（

2

9

3

）

1

2

3

4

国
民
年
金

旧
法
年
金
の
支
払
い
が

年
六
回
に

戦
傷
病
者
乗
車
券
引
換
証
の

交
付
申
請
を
受
け
付
け

旧
国
民
年
金
の
、
障
害
・
母
子
・
準

母
子
・
寡
婦
・
遺
児
年
金
の
支
払
い
が

二
月
か
ら
年
六
回
に
な
り
ま
す
。

変
更
後
の
支
払
い
月
と
支
給
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
受
付
期
間
　
2
月
6
日
～

●
提
出
書
籍
　
戦
傷
病
者
乗
車
券
引
換

交
付
請
求
書

●
注
意
事
項

①
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

後
、
乗
車
券
引
換
証
の
請
求
ま
で
の

間
に
、
次
の
事
項
が
生
じ
た
人
は
、

手
帳
と
変
更
届
に
次
の
書
類
を
添
え

て
提
出
す
る
こ
と

・
氏
名
の
変
更
－
声
籍
抄
本

・
住
所
の
変
更
－
住
民
票

・
恩
給
の
新
裁
定
－
恩
給
証
書
ま
た

は
保
管
証
の
写
し

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
新
た
に
受
け

た
人
－
手
帳
の
写
し

⑧
症
状
の
程
度
が
第
3
項
症
と
第
4

項
症
に
該
当
す
る
人
は
、
引
換
証
の

申
6
シ
ー
ト
か
乙
1
2
シ
ー
ト
の
い
ず

れ
か
を
選
択
す
る
こ
と

●
請
求
書
と
各
様
式
類
は
、
福
祉
係
窓

口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
申
請
時

に
は
必
ず
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

役
場
福
祉
課
福
祉
係

保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

ー
っ
よ
っ
〃
e奥
様

日
中
に
干
し
て
フ
カ
フ
カ
に
膨
ら

ん
だ
暖
か
い
布
団
で
寝
る
の
は
、
冬

の
寒
い
夜
な
ど
、
と
て
も
気
持
ち
の

よ
い
も
の
で
す
。

布
団
の
湿
気
を
取
り
、
中
の
綿
の

弾
力
を
回
復
さ
せ
る
の
か
布
団
干
し

の
目
的
で
、
冬
は
少
な
く
と
も
三
日

に
一
度
は
心
か
け
た
い
も
の
。
と
は

十
分
。
布
団
は
、
あ
ま
り
長
い
時
間

干
す
と
繊
維
が
も
ろ
く
な
り
、
表
布

（
側
地
）
が
変
色
し
た
り
し
ま
す
。

そ
の
点
、
シ
ー
ツ
を
掛
け
た
ま
ま
干

せ
ば
、
色
あ
せ
を
防
ぎ
、
排
気
ガ
ス

い
え
、
い
く
ら
お
天
気
で
も
、

前
日
が
雨
で
し
た
ら
、
湿
気

が
多
い
の
で
避
け
る
ほ
う
が

無
難
で
す
。

時
間
帯
と
し
て
は
、
午
前

十
時
ご
ろ
か
ら
午
後
二
時
ご

ろ
ま
で
が
適
し
て
い
ま
す
。

朝
早
い
う
ち
は
ま
だ
空
気
が

湿
っ
て
い
ま
す
し
、
冬
は
日

が
短
い
た
め
に
午
後
も
三
時

を
過
ぎ
る
と
、
冷
え
こ
ん
で

く
る
か
ら
で
す
。
敷
き
布
団

は
裏
表
二
時
間
ず
つ
、
掛
け

布
団
の
表
側
は
太
陽
光
線
で

色
あ
せ
た
り
、
傷
ん
だ
り
し

や
チ
リ
よ
げ
に
も
役
立
ち

ます。羊
毛
布
団
や
羽
毛
布
団

を
干
す
と
き
は
、
風
通
し

の
良
い
場
所
で
陰
干
し
を

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
直
射

日
光
に
当
て
て
干
す
と
き

は
、
表
布
の
変
色
や
劣
化

防
止
に
、
カ
バ
ー
を
掛
け

た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

布
団
た
た
き
で
干
し
た

布
団
を
た
た
く
は
、
膨
ら

ん
だ
布
団
を
ぺ
ち
ゃ
ん
こ

に
す
る
よ
う
な
も
の
。
強

ま
す
。
裏
側
だ
け
二
時
間
も
干
せ
ば

く
た
た
く
と
綿
の
繊
維
が

切
れ
、
弾
力
も
な
く
な
り
、
そ
れ
に

ホ
つ
り
が
立
っ
て
近
所
迷
惑
に
も
な

り
ま
す
。
ブ
ラ
シ
で
チ
リ
や
ホ
つ
り

を
落
と
し
た
り
、
掃
除
機
で
吸
い
取

っ
た
り
す
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

干
し
た
布
団
の
裏
返
し
は
、
物
干

し
ざ
お
を
二
本
使
え
は
楽
で
す
。
布

団
を
掛
け
た
さ
お
と
も
う
一
本
の
さ

お
を
平
行
に
並
べ
、
布
団
の
下
を
持

ち
上
げ
て
、
ひ
っ
く
り
返
す
要
領
で

別
の
さ
お
に
掛
け
れ
ば
よ
い
の
で
す
。



⑲図書室ニュース

●一般図書

哀しい予感　　　　　　　吉本ばなな普　角lIi書店

光苦と闇　　　　　　　　　　　菊池久著　経済界
夜の電話　　　　　　　　　中野孝次巻　文芸春秋
星野仙一魅力ある男だけが生き残る　　　学習研究社
育てる言葉・つぶす言葉　　　辻貞三善　明治図書
西施春秋（上、下）　　石川清光著　新人物往来社
強い子どもは親父がつくる　　井筒昭男曽　ごま書房
子とも会のプログラム　　　　小菅知三善　明治図書
わが息子よ、君はどう生きるか
フィリップ・チェスターフィールド著　三笠書房
ミ子連れ出動、を考える　　　原ひろ子巻　岩波書店

愛妻物語　　　　　　　　塩田丸男著　毎日新聞社
人間はどこまで長生きできるか

ロイ」、ウオルフォード書　PHP研究所

正伝　佐藤栄作（上、下）　　山田栄三善　新潮社

●児童図書

こんにちは、トラクターマクスくん

シュレーダー巻　岩波書店
オフエリアと影の一座　ミヒヤ工ル・エンデ著岩波宕店

旅人クラン　　　　ロイド・アリグサンダー　評論社
ダムをつくったお父さんたち　かこきとし著　僧成社
こうしかうまれたよ　　　　　海月活別巻　福武書店

その他多数

〃会館時間　9：30－18：00（日曜日は12”00まで）

〃休館　日　毎週月曜日・祝日

（月曜日と祝日が重なる場合は火曜日も休館）
町内にお住まいの方だけでなく、町内の事業所など
にお勤めの方も利用できます。貸し出しは1人1回に
つき3冊までです。

みなさんのご利用をお待ちしています。

中央公民館図書室　℡（293）1356

鴻鵠日韓欝 遠●憲ま 遠賀提し接せ郵 筒賀町出て出ん送 9手絡拝すは受曜 糟o網棚繚 3保て口いま時月 で用し）白けこけ書札 

（5）

i
身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

●
採
用
予
定
数
一
般
事
務
∴
恥
入

●
受
験
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

障
害
の
湿
度
が
一
級
か
ら
四
級
ま
で

の
人
で
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
人

・
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介
護

者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人

・
昭
和
鈍
年
4
月
2
日
か
ら
備
年
4

月
l
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

・
福
岡
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
と
口
頭

に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で
き
る
人

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

・
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
に
該
当
す

る
人

●
試
験
日
　
2
月
1
2
日
（
日
）
－
次

●
申
込
締
切
　
2
月
3
日
（
金
）

●
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
人
草
委
員
会
事
務
局
任
用
課

任
用
試
験
係
へ

範

0

9

2

（

6

4

1

）

3

8

8

3

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業

ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
講
演
会

●
日
　
時
　
2
月
5
日
（
日
）
1
0
時
～

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

●
対
　
象
　
町
内
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団

体
や
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
、
指

導
者
、
体
育
指
導
員
な
ど

ま
た
一
般
の
方
の
参
加
も
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
内
遠
賀
町
体
育
協
会
へ

館

（

2

9

3

）

1

2

3

4

国
立
福
岡
障
害
者
職
業
訓
練
校

職

業

訓

練

生

募

集

●
募
集
人
員

・
縫
製
科
1
0
人
・
服
飾
科
約
人
・
製

版
印
刷
科
4
5
人
・
印
章
彫
刻
科
豹
人

・
一
般
事
務
科
釦
人
・
パ
ソ
コ
ン
技

術
科
約
人
・
製
図
科
船
人
・
義
肢
装

具
科
1
0
人
（
計
脚
人
）

●
応
募
資
格

中
学
卒
業
（
今
年
3
月
卒
業
見
込

み
を
含
む
）
ま
た
は
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
障
害

者
で
、
技
能
習
得
の
う
え
就
職
を

希
望
す
る
憲
欲
あ
る
人

●
訓
練
期
間
一
年
間

●
選
　
考
　
2
月
幼

躯
日
の
い
ず
れ

か
l
日

書
類
審
査
、
筆
記
考
査
、

面
接
な
ど

●
募
集
締
切
　
2
月
1
日
（
火
）

●
詳
細
に
つ
い
て
の
お
固
い
含
あ
せ
は

福
岡
障
害
者
職
業
訓
練
校
へ

北
九
州
市
若
松
区
大
字
蟹
住

禽

（

1

4

1

）

5

4

3

1

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

1
2
月
4
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
的
歳
以
上
の
部

優
　
勝
　
　
若
松
A
チ
ー
ム

準
優
勝
　
遠
賀
川
A
チ
ー
ム

●
4
0
歳
未
満
の
部

優
　
勝
　
尾
崎
チ
ー
ム

準
優
勝
　
東
和
苑
チ
ー
ム



広報あんが

ママの健康

コーナー

婦人衛生　の話…

●　　　●　●　　　●

持　　内場　　日
参
晶　　容所　　時

印母妊重役　　2
鱈子婦前場13月
事体産保時　6
帳操後健30　日
愛　　の室分（
領　　過　l　月
の　　ご　　15　）

方　　し　　時
は　　方　　30

、　分

経死亡に占める成人病の割合の推移 
昭和側年 その他 45．9％ 糖尿病 �昭和62年 

：∴∴　　　：∴∴ 

∴∴∴∴ 　　詳心按病；編 24・7％噺癌腫中：悪評騰 
1．2％ 

0．7％　　　　高血圧症2・7％∴高血圧症1・4％　　く質料〉I煙管 

発行所　福岡県遠賀郡遠賀町役場　　編　集　企画調整係　　印　刷　冷寧日印刷合資会社　（6）

田
中
達
婦
人
科
医
院
慶
　
田
　
中
　
壮
　
介

診
頴
に
訪
れ
る
ご
婦
人
方
の
悩
み
の

中
で
最
も
多
い
の
が
、
前
回
ま
で
お
話

し
し
て
き
た
外
陰
部
の
不
快
感
で
す
。

そ
し
て
次
に
は
、
排
尿
障
害
と
腰
痛
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

排
尿
障
害
と
は
、
排
尿
時
の
ず
き
ず

き
し
た
痛
み
、
残
尿
感
、
ひ
ん
繋
な
尿

意
な
ど
を
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
意
外

に
も
食
物
と
の
関
係
が
深
い
の
で
す
。

口
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
食
物
は
、

胃
腸
で
消
化
さ
れ
、
ぶ
ど
う
楯
、
脂
肪

た
ん
ば
く
質
と
し
て
吸
収
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
肝
殿
を
経
て
各
臓
器
に
栄
養
と

し
て
送
ら
れ
ま
す
。
ぶ
ど
う
糖
と
脂
肪

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
消
費
さ
れ
、
活

力
源
に
な
り
ま
す
。
た
ん
ば
く
質
は
各

臓
器
で
完
全
に
利
用
さ
れ
、
残
っ
た
か

す
が
宵
骸
で
演
過
さ
れ
て
、
輸
尿
管
を

通
っ
て
膀
胱
に
溜
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

が
尿
で
す
。

も
し
、
刺
激
の
強
い
食
物
や
塩
辛
い

食
物
、
肉
類
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
を

多
量
に
取
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
消
化
さ
れ

な
い
ま
ま
膀
胱
に
蓄
積
さ
れ
て
膀
胱
障

害
を
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
尿
管
や
膀
胱
に

結
石
を
作
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

一
方
、
体
内
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
食

物
の
う
ち
、
消
化
さ
れ
な
い
繊
維
質
は

そ
の
ま
ま
大
腸
に
送
ら
れ
て
、
腸
内
に

住
み
着
い
て
い
る
大
腸
菌
に
よ
っ
て
分

解
さ
れ
、
粘
土
状
の
固
形
物
－
便
と
な

っ
て
排
せ
つ
さ
れ
ま
す
。

暴
飲
暴
食
を
続
け
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
大
腸
は
疲
れ
防
衛
力
は
弱
く

な
り
ま
す
。
そ
の
す
さ
を
突
い
て
大
腸

菌
が
大
腸
壁
を
突
破
し
て
膀
胱
や
腎
臓

に
達
し
、
こ
こ
で
炎
症
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
女
性
の
尿
道
は
短
か
く
、

尿
意
を
が
ま
ん
す
る
こ
と
が
多
い
た
め

に
、
こ
れ
が
膀
胱
障
害
の
誘
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
を
後
か
ら
前
へ
と
使
う
こ
と
は
、

不
潔
な
も
の
尿
道
を
口
に
押
し
込
む
こ

●
場
　
所

●
内
　
容

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
原
因
の
一
つ

で
す
。
さ
ら
に
近
年
に
見
ら
れ
る
「
怪

の
乱
れ
」
も
、
腕
脱
の
衛
生
に
悪
い
結

果
を
与
え
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
　
●
持
参
晶

・
3
～
6
カ
月
児

2
月
7
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
同
時
0
0
分

・
7
～
1
2
カ
月
児

2
月
1
4
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
m
時
0
0
分

中
央
公
民
館

体
重
・
身
長
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
（
2
月
7
日

の
3
～
6
カ
月
児
相
談
は
、

小
児
ガ
ン
セ
ッ
ト
を
配
布
）

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う

成
人
病
予
防
週
間
　
2
月
l
日
～
7
日

成
人
病
に
よ
る
死
亡
者
は
、
昭
和

六
十
年
以
来
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳

卒
中
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
成
人
病
は
、
日
常
の
生
活
習
慣

と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
不
規
則

な
生
活
や
た
ば
こ
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

塩
分
の
取
り
過
ぎ
な
ど
が
、
成
人
病

を
発
生
さ
せ
る
共
通
点
と
い
う
わ
け

です。生
活
習
慣
を
見
直
し

定
期
検
診
を
受
け
よ
う

成
人
病
を
予
防
す
る
に
は
、
ま
ず

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
具
体
的
に
は
栄
養
、
連
動
、
休

誌
な
ど
の
見
直
し
で
す
。
も
し
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
何
に
気
を
つ

け
れ
ば
よ
い
か
を
、
保
健
所
・
医
旗

機
関
な
ど
に
相
離
し
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
を
成
人
病
の
「
一
次
予
防
」
と
い

い
、
火
災
予
防
に
た
と
え
れ
ば
。
火

の
用
心
〟
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
成
人
病
に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
に
症
状
が
進
行
し
て
い

て
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は

大
変
で
す
。
定
期
的
に
検
診
を
受

け
、
健
康
の
確
認
を
す
る
と
と
も
に

疑
わ
し
い
症
状
が
続
く
と
き
は
、
専

門
医
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
こ
れ
を
「
二
次
予
防
」
と
い

い
、
火
導
で
い
え
ば
′
初
期
消
火
。

に
あ
た
り
ま
す
。

健
康
は
高
齢
化
社
会
の

大
切
な
財
産

成
人
病
は
、
「
一
次
予
防
」
と
三

次
予
防
」
の
両
輪
に
よ
っ
て
防
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
が
欠
け
て

も
い
け
ま
せ
ん
。

高
齢
化
社
会
に
移
行
し
て
い
る
現

在
、
健
康
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大

き
な
財
産
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
日
ご
ろ
の
チ
ェ
ッ
ク
と
年
一

回
の
定
期
検
診
を
忘
れ
ず
に
心
が
げ

ろ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。


